
尖閣列島魚釣島・北小島・南小島の地質

松本征夫・辻 和毅

(昭和48年9月28日受理)

Geology of the Uotsuri-jima, Kita-ko-jima and Minami-ko-jima

in the Senkaku Retto

Yukio MATSUMOTOand Kazuki TSUJI

(Abstract)

As a result of writer's recent study on the geology of the Senkaku Retto (Uotsuri-jima,

Kita-ko-jima and Minami-ko-jima), a summary of conclusion is led as follows.

1. The following stratigraphic division (in the decending order) is recognized in the

Uotsuri-jima and its adjacent area of the Senkaku Retto.

Geologic age Stratigraphic division Geologic relation

Recent

Alluvial bed and talus deposit

Raised coral reef

Miocene?

Intrusive igneous rocks

Uotsuri-jima formation

unconformity

unconformity

intrusion

The geologic map of the Uotsuri-jima and its adjacent area is shown in Fig. 2.

2. The Uotsuri-jima formation is mainly made of sandstone with intercalation of

conglomerate, rarely with thin coal bed and siltstone.

3. The Uotsuri-jima formation shows a trend of SW-NE, EW and NW-SE strikes, and

generally inclining at the angle of less than 20° N. It indicates dome structure in the

Uotsuri-jima, and slight folding in other islands.

4. Intrusive igneous rocks, such as hornblende dioritic porphyrite and its associated rocks,

occur as intrusive sheet in the Uotsuri-jima formation of the Uotsuri-jima and Minami-ko-

jima. Essential constituent minerals of these rocks are hornblende, plagioclase and magnetite
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phenocrysts or microphenocrysts. The groundmass showing horocrystalline texture is composed

of hornblende, plagioclase, quartz, magnetite and secondary minerals viz. calsite, chlorite and

other clay minerals.

5. The chemical and normative mineral compositions of intrusive igneous rocks are shown

in Table 2. As seen from the Table, they are generally rich in Al2O3, Fe2O3, MgO and

CaO contents, while poor in FeO, total FeO, TiO2 and K2O contents.

6. The natural remanent magnetic properties of intrusive igneous rocks from the Senkaku

Retto are shown in Table 3, and also their stereographic projections in Fig. 7. That indicates

just four samples (no. SU-1 in the Uotsuri-jima) are magnetized reversely, while others are

normally. Since intrusive igneous rocks show no signs of structural change after they were

emplaced in situ, there is estimated to be at least two activity stages of them.

I まえがき

尖閣列島は尖閣群島,尖閣諸島などと呼称された報告もあるが,ここでは黒岩(1900)にし

たがって｢尖閣列島｣の呼称を用いることにする｡

第1図尖閣列島位置図
(Index map of the Senkaku Retto)
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尖閣列島は第1図に示すように東経123〇30′ -124-34′,北緯25-44′ -25-55′に位置する島々

であり,南西諸島の西端に位置している｡本列島は魚釣島,北小島,南小島,黄尾礁(久場

島) ,赤尾放(大正島)の島々からなる｡そのほか,沖の北岩,沖の商岩,飛瀬などの岩礁が

点在している｡尖閣列島の総面積は,約6.3 km2であり,最大の島は魚釣島で,約3.6 km2の

面積を有している｡

筆者は, 1963年に八重山群島の西表島および鳩間島の学術調査をなし,その結果については

既に公表している(松本, 1964, 1971;高橋・松本, 1964;小原・松本, 1964)｡その折から,

八重山群島の北方に点在する無人島の尖閣列島の調査の必要性を痛感していた｡幸に1970年12

月-15日までの10日間,長崎大学,九州大学の雨探検部合同で,尖閣列島の魚釣島,北小

島,南小島の調査を実施することができた｡

尖閣列島を訪れた地質学者は少なく,本格的な地質研究のために,本列島に渡島滞在して調

査したのは筆者らが最初であろう｡もっとも地質学的な面から若干考察が述べられたものとし

て,黒岩(1900),宮島(1900),高良(1954)などがある｡筆者らにややおくれて, 1971年3

-4月に木列島を調査した野原は,尖閣列島の地質を予報として報告している(野原, 1971)｡

また星野ら(1971)は尖閣列島付近の海底地形についてのべている｡

本報告では,上記三島の調査結果およびその後の室内研究の結果についてのべる｡

本篇を草するにあたって,後授いただいた朝日新聞社,種々便宜をいただいた当時の琉球政

府八重支庁長および同支庁の闇係各位,崎原海運関係各位,琉球大学高良鉄夫学長,同比嘉輝

夫氏に感謝する｡また調査にあたって,同行いただいた石垣1]金城清一氏,調査隊の諸氏に感

謝する｡また,岩石の化学分析の労をとられた九州大学石橋澄博士にお礼申し上げる｡なお,

調査研究の費用の一部は文部省科学研究費を使用した｡記して当局に深謝する｡

Ⅱ魚釣島・北小島・南小島概説

魚釣島は南部海岸が削られた楕円形の畠であり,東西約3.5km,南北約1.5km,面積約3.6

km2を有する｡島の南部海岸は切りたった急崖を示し(第Ⅱ図版no.7),北部海岸にむかっ

て漸次高度を下げ,比較的緩傾斜をなし,地層面をよく表わしたケスタ状地形をなしている

(第Ⅱ図版nos.l,5)｡鳥の南海岸に近く,やや西寄りに最高峰363mのピ-クがあり(第Ⅱ

図版no.4),同じく東寄りに321mのピークが存在する(第Ⅱ図版no.5)<したがって,南

海岸は300mを越す急崖の海岸が連なっている(第Ⅲ図版nos.1 , 2)｡鳥の大部分は魚釣島層

によって構成され,南海岸には角閃石閃緑岩質扮岩の近大岩床が露出する(第Ⅱ図版no.1),

海岸には隆起珊瑚礁が点在しているが,それ程広い面積ではなく,この部分だけ平地をなして

いる(第Ⅱ図版no.2)｡キャンプ地(旧かつおぶし工場跡)は西海岸の一角であったが,こ

の北方域に比較的大きな[刷射!t式の厘鉾堆積物が発達している｡キャンプ地の付近には現世堆

積層もあり,この中の礫には軽石が認められる｡伏流水は地層の層理面に沿って流れており,

大部分は南から北に,一部は東から西に流れている｡キャンプ地の屋滝谷や千畳岩などには堊



46 松本憲夫・辻和毅

富な流水が認められる｡

北小島は4隅がやや突き出た矩形の島で,北北西一南南東約900m,東北東一西南西方向は

300m-500mを有する｡島の北部に129m峰,中央部に128m峰が鋭く費えており,海岸は大部

分海蝕崖を形成しており,これらは魚釣島層よりなる(第Ⅲ図版nos.3,4)｡島の北東海岸

と南西海岸は隆起珊瑚礁よりなっている｡

南小島は,東西方向約1100m,南北方向約400mの楕円形の島である｡島の東部および西部

に岩尖が吃立しており(第Ⅲ図版nos.5, 6),最高峰は西部の148mの高度を有する｡島は魚

釣島層と,これに遭入する角閃石閃緑岩質YJ)岩および隆起珊瑚礁からなる｡隆起珊瑚礁は烏の

北部から南部にかけて中央部を形成している(第Ⅲ図版no.5)｡

Ⅲ地質

尖閣列島魚釣畠,北小島,南小島三島の地質系統を総括すると第1表に示すとおりであり,

地質図は第2図に示した｡

第1表尖閣列島魚釣島付近の地質系統表
(The geologic succession of the Uotsuri-jima and its adjacent area in the SenkakuRetto)

時代層序区分構成岩石

現根堆積物粘土・砂・磯(含軽石)

崖錐堆積物粘土・砂・礫

… B.工i耳珊瑚.石灰岩.砂.礫r

I ､!へTtノ〉一一一､一へへへI

1 I

更新仕～鮮新世i r I

近大火成岩類角閃石閃緑岩質扮岩

III.i

魚釣島 砂岩・礫岩・石炭・シルト

1魚釣島層

尖閣列島魚釣島,北小鳥,南中,鳥三鳥に分布発達する傑岩層,砂岩層に対して魚釣島層と命

名する｡

本層は魚釣島,北小島,南小島の大部分を構成する｡木屑の層厚は,最下部層が露出してい

ないため不明である｡しかし,魚釣島南海岸では, 363m峰, 321m蜂の頂までの急崖はすべて
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本屑で構成されているので300m以上の層厚を有することになる(第Ⅲ図版nos.1, 2)｡

木屑は砂岩,含礫砂岩を主とし,礫岩がこれにつぐ｡一部には10数cmの炭層,稀にシルト

層を挟んでいる｡

礫岩を主とする地層の顕著なものは,魚釣島北海岸の北崎東方に発達し, 20数mの層厚を有

する｡また北小島の西海岸付近にも発達する｡その他,各地に礫岩の薄層を介在している｡ま

た礫は,円礫～亜円礫であり,礫種は石英,チャートを主とする｡その大きさは,最大径15cm

におよび,ふつう6cmの径を有する(第I図版nos.6,7)｡

砂岩および含礫砂岩は,魚釣島層の大部分を構成し,魚釣島,北小島,南小島の魚釣島分布

地に分布発達する｡砂岩は新鮮な部分で灰白色-灰色を呈し,風化面では灰褐色を示す｡大部

分は細粒塊状砂岩で,一部は粗粒塊状砂岩となり,石英粒を主成分とし,しばしば,石英の細

磯を含む含礫砂岩となっている(第I図版no.4)また,この砂岩層中にはしばしば斜交層

理が認められる(第I図版nos.1,2,4)｡

石炭層の薄層は,魚釣島西海岸,北海岸などで認められ,層厚10数cm以下である(第I図

版no.5 )｡これは植物樹幹を主としているようである｡また稀に50cm以下のシルト層が砂岩

中に挟まれることがある(寛I図版no.3)｡

魚釣島における魚釣島層の構造は次のとおりである｡すなわち,西海岸では,では, NSに

近い走向を有し, loo-140の西傾斜であり,北海岸では,東西に近い走向で,北に10--120の

傾斜をしている｡また北海岸の東側の遺安谷(ドゥアンダニ)付近ではN22-Wの走向を有

第2図尖閣列島地質図
(GeologicmapoftheSenkakuRetto)

l礫岩(conglomerate)

(sandstone)魚釣島層(Uotsuri-jimaformation)2砂岩(sandstone)
3角閃石閃緑岩質斑岩(hornblendedioriteporphrite)

4隆起珊瑚礁(raisedcoralreef)
5崖錐堆積物(talusdeposit)
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し, NEに160の傾斜を示している｡すなわち,魚釣島の西端から道安谷までの構造は,半ド

ーム状をなしている｡また魚釣島東端の東崎付近では,東西方向の走向を有し,北に100-150

の傾斜をしている｡すなわち,道安谷から東崎の問に,南北方向に近い向斜軸を推定すること

ができ,ゆるい向斜構造が考えられる｡この半ド-ム構造(第Ⅱ図版no.2)や裾曲構造を

形成せしめた原因の一部には,達人火成岩類の影響が考えられる｡北小島における魚釣島層は

N10--35oWの走向を有し,東に30 45Cの傾斜を示し,おおむね単斜構造をなしている｡

南小島では,西側でN70-W, N300の走向傾斜を有し,東海岸でNIOoW, E400の走向傾斜を

示し,達人火成岩類の影響を受けているのかもしれない｡

魚釣島層の地質時代を示す化石は未発見であり,その時代や対比については今後の課題であ

る｡しかしながら,その岩相は八重山群島西表島などに分布する八重山層群に類似しており,

これとの対比が推定される｡この八重山層群は花粉分析および重鉱物の組成から佐世保層群に

対比され,中新世ブルディガリアンと考えられている(高橋・松本, 1964;小原・松本1964;

松本, 1964)｡したがって,魚釣畠層の時代も中新世の可能性が強いと考えられる｡

2迷入火成岩類

近大火成岩類は魚釣島および南小島において認められる｡本岩は従来,閃緑岩(黒岩, 1900;

高良, 1954),あるいは角閃石安山岩(野原, 1971)と呼ばれたものであるが,これは鏡下観

察の結果,角閃石閃緑岩質粉岩であることが判明した｡また,各分布地のそれぞれの岩石学的

性質もまったく同性質を有している｡

本岩は魚釣島の南海岸の海岸線に近い所,同島東崎の海岸(第Ⅱ図版no.1),および南小

島の南海岸(第Ⅲ図版nos.5,6)と中央部に分布しており,著しい柱状節理を示す部分があ

る｡進入形態は,魚釣島層の地層面に対してほとんど調和的に近大している(第Ⅱ図版, no.

1)｡この道入火成岩類の下底面が何れの島にも露出していないので,その厚さは不明である

が,現在露出している部分だけでも20数mあり,それ以上の厚さを有するものと推定される｡

また,魚釣島層に対して,ほとんど熟変質を与えていないので,魚釣島層の基盤ではないかと

の疑いももたれる｡しかしながら,魚釣島層砂岩を検鏡すると,熱変質鉱物として角閃石を生

成せしめていることから,本岩が魚釣島層に近大したものと結論される｡

また,これら送入火成岩類の残留磁気は,後述するようにその性質は大きく2分される｡す

なわち,魚釣島南海岸の西部のものは逆帯磁を示し,魚釣島南海岸の東部(東崎)のものと南

小島のそれは正帯磁を示している｡一方,魚釣島層および近大火成岩類には,前述したように

それ程著しい構造的転位などほ認められない｡したがって,このことは2回の近大時期が存在

することを示唆するものかもしれない｡

さて,これらの活動時代を示す証拠はないが,魚釣島層が八重山層群に対比されるならば中

新世の可能性が強く,ダリ-ンタフの火成活動と関聯して興味ある問題であるo

角閃石閃緑岩質扮岩の岩石記載:灰緑色～灰緑黒色の撤密岩であり,角閃石,斜長石の斑晶

が目立つ斑状岩であるO鏡下においては,角閃石,斜長石,磁鉄鉱の斑晶を認める｡角閃石は
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一般的に,大部分が方解石と緑泥石とに変化して,仮像(pseudomorf)をなしている(第Ⅳ図

版no.1)｡一部には角閃石が残存しており縁褐色種である(第Ⅳ図版nos.3,4),南小鳥

における本岩は,比較的良く角閃石が残存している(第Ⅳ図版nos7 ｡これら角閃石は,

最大径5mmに達するが,ふつう長さ3-2mm,径1mm以下の短柱状～柱状の白形を示す｡

斜長石は曹灰長石-中性長石に属し,長さは最大6mmに達し,ふつう1mmの短柱状自

形を示す｡双晶はアルバイト式,カールスパッド式,アルバイト・カ-ルスパッド式が認めら

れ,しばしば汚淘されている(算Ⅳ図版no.2),磁鉄鉱は0.5mm以下のスケルトン状-粒状

を示す(第I図版no.1)｡石其は完晶質を示し(第Ⅳ図版no.2),斜良石,石英,磁鉄鉱,

仮像をなした角閃石からなり,稀に赤鉄鉱を認める｡また,二次鉱物として,方解石,緑泥

石,その他の粘土鉱物を認める｡本岩の化学成分,残留磁気については後述する｡

捕獲岩の岩石記載:角閃石閃緑岩質扮岩の岩体の中に,時に捕獲岩が含まれている(第I図

版no.8),ここでは魚釣島東崎付近の捕獲岩(sample no. SU-17)についてのべるOこれは

角閃石微閃緑岩であり,同源捕獲岩であろう｡本署は完品質でほぼ等粒状の組織をもち,角閃

石,斜良石,鉄鉱物および少量の石英と二次的鉱物よりなる(第Ⅳ図版nos.5,6)t角閃石

はふつう2mm以下,最大4mmの自形-半白形の長柱状～短柱状を示し,縁褐色種である｡

斜長石は2mm｣(下の短柱状半白形を示し,汚濁されており,中性長石に属するが,しばしば

曹長石化している｡石英は角閃石・斜長石の間を埋めて地形である｡鉄鉱物は,粒状の磁鉄鉱

および板状のチタン鉄鉱である｡以上の他に,二次的鉱物として,緑泥石,縁廉着,方解石,

沸石などが相当量認められる｡そのため,後述のように分析値も異常な倍を示すものと思われ

る｡

5隆起珊瑚礁

隆起珊瑚礁は魚釣島(第Ⅱ図版nos.2,3),北小島,南小島(第Ⅲ図版no.5)の海岸線

に面して各地に発達する｡南小島では中央部に巾400mに亘って広範囲に発達しているが,その

他の場所では巾200m以下,ふつう数10m以下の巾で認められる｡その珊瑚礁面の高度は約2m

であり,その厚さは3m以下で,ふつう2m前後である｡

隆起珊瑚礁は,魚釣島層と近大火成岩類を不整合関係でおおっている(算Ⅱ図版no.3)｡

これは,一部に魚釣島層の砂岩礫や達人火成岩の礫を含んでいるが,大部分は,サンゴ,良

類,海藻などの石灰質物質よりなり,固結度の弱い石灰岩となっている｡隆起珊瑚敵中のサン

ゴは棲息場所でそのまま化石となったと考えられ,その形態や構造を良く保存している｡これ

らのサンゴおよび員数は現.仕種が主であろう(NOHARA, 1972)｡

隆起珊瑚礁は,その形態,保存状態,造礁面の高度などから現世のものと推定される｡

4崖錐堆積物

魚釣島北西海岸の小谷付近には,著しい崖錐堆積物が山の斜面をおおっている｡巨大な角礫

を主としており,植物もあまり繁茂していない｡おそらく新しい時期に山崩れがあり,それの

堆積物であろう｡
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5現世堆積層

現健堆積層は海岸線の各地に認められ,磯,砂,粘土からなる｡この中には軽石も認められ

る｡何処の火山に由来する軽石であるのか不明であるが,黄尾礁の存在,あるいは北緯26011′

東径122-27′30〝の地点における1916年4月18日の海底噴火(Kuno, 1962)がしられており,

これらとの関係を有するのかもしれない｡

Ⅳ達人火成岩類の化学的性質

1化学組成

魚釣島および南小島の達人火成岩である角閃石閃緑岩質玲岩およびその捕獲岩の化学成分お

よびノルム計算値を第2表に示してある｡

第2表尖閣列島達人岩類の化学成分とノルム値(分析者:石橋澄)
(Chemical compositions and norms of intrusive rocks from the Senkaku Retto)

(Kiyoshi Ishibashi, analyst)

* Includes CO2

1 Hornblende dioritic porphyrite,魚釣島閃緑閣Uotsuri-jima, Senryoku-kaku, no. SU-101
2 Hornblende dioritic porphyrite,南小島南海岸, Minamトko-jima, no. SM-1
3 Hornblende microdiorite (xenolith),魚釣島東崎, Uotsuri-jima, Higashi-saki, no. SU-17
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角閃石閃緑岩質扮岩の総化学成分の特徴は一般的に次のとおりである｡ Si05は55.78-55.97

%を示し,中性火成岩である｡ A1203は比較的高い伯を示し, 18#より高い｡ FeO+Fe203

はSiO,値に比してやや低い値を示し,魚釣島のそれは酸化してFe203の値が高い｡ MgO

はSiO,値に対してやや高い｡ CaOはSiO,値に対してやや高い値を示しており, 8%より

高い｡ Na20はふつうの伯を示しKoOの似まやや低い｡また捕獲岩のそれはA1203,

FeO, Fe203の値が低くCaO, Na20, K2Oの値が高く,またC02を含んだHoOの値

が異常に高く,二次的鉱物の影皆が酢酎こ示されている｡

これを八重両群鳥西表鳥の八重山層群の火山告類(松本, 1964)と比較すると,尖閣列島道

大火成告頬は, FeO, FcO1-Fe203, Na20, Ti02の値が低くKoOの値はやや低く,

Fe203, CaOの値が高く, MgOの値がやや高い｡

また,琉球火山帯火山告の平均化学成分(H, Matsumoto, 1963)と比較すると,尖閣列島

通人火成告期の方がFcO, FeO-l-FeoOa, TiO2およびK20の値がやや低く, MgOと

CaOの値がやや高くAlo03とNaoOの値は似た値を示している｡

さらに肥花火両区火山告の平均化学成分(山本, 1960)と比較すると,尖閣列島近大火成岩

類は, FeO, FeO+Fe203, TiO2およびK20の値がやや低くA1203, Fe203, MgO,

CaOおよびNa.Oの債がやや高い｡

2ノルム長石成分(第3図)
an

第3図ノルム長石成分三角図
(Normative feldspar triangular diagram)

Y : Volcanics rocks of the Iriomote-jima in the Yaeyama islands

Other marks are same Fig. 6.
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近大火成岩類のnos. 1. 2の両点は, Daly (1914)の世界火山岩平均化学成分(D線)の

早～中期のそれにほとんど平行しており,同様な傾向を示しているが,近大火成岩類の方がノ

ルムab成分に富んでいる｡琉球火山帯平均化学成分(H. Matsumoto, 1963) (R線)や古

拙琉球肥薩火山区平均化学成分(山本, 1960)の早～中期に比較して,尖閣列島達人火成岩類

の方がやはりノルムab成分に富んでおり,全体的な傾向の差はあまり顕著ではない｡また八

重山群島西表島火山岩類(松本, 1964)に比較すると,近大火成岩類の方がはるかにノルムab

成分に富んでおり,またその進化傾向が西表島火山岩類に見られるようなan-ab辺に対して

凹撃曲線を示さない｡

頂点abまたはan-ab辺に対して凹轡曲線を示すノルム長石成分変化線を,冨田(1951)

は異常型と認め,さらに混成岩系列がこの型に属し,この曲線の撃曲変によって混成程度の高

低を知ることができると報告している｡これらのことから判断すると,尖閣列島遊大岩類には

それ程顕著な異常は,ノルム長石成分に関する限り認められない｡しかしnos.1を連結

すると,これはあきらかにan-ab辺に対して凹撃曲線を示すのであるが,これはn0.3の二次

鉱物生成の影響が関与して,この異常性をもたらすものと考えられる｡

5ノルム輝石成分(第4図)
WO

第4図ノルム輝石成分三角図

(Normative pyroxene triangular diagram)

The markes are same with those in Fig. 6.

迷入火成岩類のnos.1. 2の両点は,すべてIV区に点示され, Daly (1914)の世界火山岩平

均化学成分(D線)にほぼ平行しているが,ノルムwo成分の値が比較的高い｡また琉球火山
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帯平均化学成分(H. Matsumoto, 1963) (R線)や,古期琉球肥薩火山区平均化学成分(山

本, 1960) (H線)のように,急激にノルムwO成分がなくならない｡すなわちen-fs辺に向

かわずにwo-en辺に向かっている｡またn0.3はアルカリかんらん石玄武岩本源マグマ区

域の近くに点示されるがn0.3は二次的鉱物が生成されておりその影響のためと考えられ,

アルカリ岩系ではない｡もちろんnos.1,2もアルカリ岩系区域に点示されず,鉱物的にもア

ルカリ岩系ではない｡

4ノルムwo-fo-Q (第5図)

WO

en

第5図ノルムwo-fo-Q三角図

(Normative wo-fo-Q triangular diagram)

The markes are same with those in Fig. 6.

罪5図であきらかなように,尖閣列島近大火成岩類のnos1,2は, Daly (1914)の世界火

山岩平均化学成分(D線)と古期琉球肥薩火山区平均化学成分(山木, 1960) (H線)の中期と

全く同様な傾向を示し,しかもこの両者の中間に位置している｡また琉球火山帯平均化学成分

(H. MATSUMOTO, 1963) (R線)の傾向ともほぼ同株であるが,尖閣列島火成岩類の方がや

やノルムwo成分が高い傾向を示している｡したがって,尖閣列島近大火成岩類は,世界火山

岩,古期琉球肥薩,琉球火山帯の各平均化学成分の傾向と同様な傾向をもつと考えられる｡こ

の傾向とは,ノルムQの増加に伴ってノルムwoが減小する傾向であり,しかも,ノルム

woの少ない位置で示されている｡これは,冨田(1958)や筆者ら(松木, 1961ほか)によっ

てしばしば論じられたように,混成作用の影響が推定されるのであり,近大火成岩類もカルク

アルカリ岩系であることを示すものである｡
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5ノルムQ-fo-fa (第6図)
Q

第6図ノルムQ-fo-fa三角図
(NormativeQイ0-fatriangulardiagram)

A:Areaoftheparentmagmaofalkaliolivinebasalt
TO:Areaoftheparentmagmaoftholeiiticolivinebasalt

T:Areaoftheparentmagmaoftholeiiticbasalt
W:AreaofthelVarnerbasalt
K:Karroodolerites

S:Skaergaardintrusion

D:Daly's＼ヽ-orldaverageofvolcanicrocks
H:Yamamoto'sal,cragel・olcanicrocksoftheHisatsuvolcanicdistrict
R:Matsumoto'saヽ-eragevolcanicrocksoftheRyukyuvolcaniczone

Se:IntrusiveigneousrocksfromthebenkakuRetto
1:no.SU-101:no.SA′ト3:no.SU-17

第6図では,尖閣列島,茂人火成111-yi-1/乱まもっともQ-fo辺に近い位相こ点示されている｡これ

はSkaergaard(WagerandDeer,1939)(S線)やKarroo(WalkerandPoldervaart,

1949)(K線)のノルムQ-fo｣.a緑のように,Q-fo辺に対して大廻り～中廻りしないのであ

って,冨田(1951)の角閃石区域に入るO一方,琉球火山帯平均化学成分(H.Matsumoto,

1963)(R線)や古拙琉球肥薩火山区域平均化守成分(山本,1960)(H線)も角閃石区域に入

る進化径路を示しているのであるが,これらよりもさらにQJo辺に近い位Lr勘こ示されてい

るOこれは化学分析値であきらかなように,酸化してFe203CO値が高くなっているためノル

ムfaに計算されるFeOが少なくなった結果であろう｡
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Ⅴ達人火成岩類の古地磁気

調査地城に分布する近大火成岩類のうち,魚釣鳥の閃緑閣(Sample no. SU-1)と東崎

(Sample no. SU-16)および苗小鳥の2ヶ所(Sample nos. SM-1, SM-3)において定方位

標本を採焦し,無定柘'"}:)}計によって岩石の古地磁気を測定した｡その結果を第3表に,古地

磁気方位のステレオ投影を第71?二日こ示した｡

第3表尖閣列島先入火成岩類の古地磁気測定伍
(Magnetic properties of intrusive rocks from the Senkaku Retto)

Declinationは北より東回りを正,西回りを負に, Inclinationは伏角を正に,仰角を負としてある｡

結果は大きくみると魚釣島の閃縁閤において逆帯磁を示す外は,正帯磁である｡送入火成岩

類には構造的に大きな転位は考えられないことから,少なくとも2回の近大活動があったこと

を示唆するものであろう｡

自然残留磁気量は南小島のそれが,魚釣島のものに比べ一桁高い値を示している｡この点に

ついては吉雄ミ残留磁気の安定度の検討がされていないので今F巾ま立ち入った議論をひかえる｡

QKォす醐

本篇では尖閲列島の魚釣畠,北小島および商小島の地質と岩石について報告した｡主要な点

を列記してむすびとする｡

1.上記三島は,魚釣烏層,近大火成岩類,隆起肺i部崖錐堆積物および現世堆積物より

なり,前二者は中新世,後三者は現世と考えられる｡

2.魚釣島層は,主として砂岩よりなり,一部に礫岩を含む｡また,稀に,石炭およびシル

ト層の薄層を介在する,これは岩相の類似から八重山層群に対比されるかもしれない｡

3.魚釣島層の走向はSW-NE-EW-NW-SEを示し,その傾斜は. W, NおよびE
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Geographical North

S

o suI6 a SU-1蝣SM-3 - SM-1 x Present geomagnetic north

第7図尖閣列島近大火成岩類の古地磁気方位のステレオ投影図
(Stereographic projection of the geomagnetic direction of intrusive rocks from

the Senkaku Retto)

Notes : Hollow circle and triangles represent the projection on the upper

hemisphere, while solid ones on the lower.

に, 200以下で傾斜しているQ魚釣島では,島の南海岸中央部付近を中心としてド-ム状

構造を示しており,他の島では緩い神曲を示しているようである｡

4.達人火成岩類は角閃石閃緑岩質紛岩であり,産状は達人岩床である｡これらの主成分鉱

物は,斑晶～微斑晶として,角閃石,斜長石,磁鉄鉱であり,石基は完品質組織を示し,

角閃石,斜良石,石英,磁鉄鉱および二次的鉱物として,方解石,緑氾石,その他の粘土

鉱物よりなる｡

5.達人火成岩類の化学分析の結果はSiOsが55.78-55.97^であり中性岩である｡また

一般的に, SiO;に対して, A1203, Fe203, MgOおよびCaOに富み, FeO, FeO+

Fe203, TiO2およびK20に乏しい｡

6.近大火成岩類の古地磁気の性質は大きく二分される｡すなわち魚釣鳥繭海岸西部のもの

は逆磁帯を示し,魚釣島南海岸東部のものと,北小島のそれは正磁帯を示し, 2回の活動

時期の存在を暗示するのかもしれない｡
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第I図版説明

1.魚釣島層に見られる砂岩O一部に礫岩の薄層を挟み,また斜層理も認められる｡魚鈷尉己滝谷キャ

ンプ地の東方｡

2.魚釣島層に見られる砂岩の斜層il｡魚釣島尾滝谷キャンプ地の南方.

3.魚釣島層の泥岩｡魚釣島千畳岩付近｡

4.魚釣島層｡砂岩中に礫岩が挟まれるO魚釣鳥千'Jl'.告西方｡

5.魚釣島層に見られる石炭の薄層｡魚釣畠西端の大崎｡

6.魚釣島層のチャート磯を主とする礫岩｡魚釣島尾滝谷キャンプ地の南方｡

7.魚釣島層の砂岩と礫岩｡魚釣島遺安谷付近｡

8.角閃石閃緑岩質扮岩とこのし函こみられる捕獲岩｡魚釣畠東端の束碕O
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第Ⅱ図版説明

1.魚釣島層(上部)に対して調和的に迷入する角閃石閃緑岩質扮岩(下部)｡魚釣島東崎｡

2.魚釣島層と隆起珊瑚礁(手前の平坦面で人物が立っている部分)｡魚釣島千畳岩の東方｡

3.魚釣島層(下部)に対して不整合関係で隆起珊瑚礁(上部)がのっている｡魚釣島尾滝谷キャンプ

地の東方｡

4.魚釣島閃縁闇より魚釣島の南面と最高峯(363m)を望む｡

5.魚釣島最高峯より東方の3217花のピークを望む｡魚釣島南面は急崖をなしており､北面は緩傾斜で

ケスタ地形が著しい｡

6.魚釣島最高峰より西方を望む｡海岸線の遠い部分が閃緑間である｡

7.魚釣島南面の急崖｡

8.魚釣島東崎付近の魚釣島層砂岩｡
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第Ⅲ図版説明

1.魚釣島南西海上より魚釣島北面全域を望む｡

2.魚釣島南海上より魚釣島北面の急崖全域を望むOゆるやかなドーム状構造が認められる｡

3.北小島の魚釣島層砂岩の急崖｡

4.北小島より魚釣島を望む｡ここでクロアシアホウドリを発見した｡

5.南小島中央部の隆起珊瑚礁(平坦部)と魚釣島層およびこれに近入する角閃石閃緑岩質扮岩(岩峰

の右下方部分)

6.南小島の魚釣島層とこれに調和的に逆入する角閃石閃緑岩質粉岩(岩峰の右下方部分).南小島東

ilti部O
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第Ⅳ図版説明

道入火成岩類の顕微鏡写真

1.角閃石閃緑岩質扮岩｡魚釣島閃緑閣産｡仮像をなした角閃石は,緑泥石,方解石その他の鉱物に変

っている｡左方に斑晶角閃石の外形を示すものが2ケ認められる｡また磁鉄鉱の斑晶を認める｡

no. SU-1,平行ニコル, ×20｡

2.同上の石基の完品質部分｡主として斜長石よりなるが,その他磁鉄鉱や二次鉱物がみられる｡

no. SU-1,平行ニコル, ×20｡

3.角閃石閃緑岩質埼岩｡魚釣島東崎産｡斑晶として角閃石,斜長石を認め,石基は完晶質組織を示

すno. SU-16,平行ニコル, ×20O

4.同上,十字ニコル｡

5.角閃石閃緑岩質粉岩に含まれる捕獲岩｡魚釣島東崎産｡角閃石,斜良石,鉄鉱物および少量の石英

と二次的鉱物よりなる｡二次的鉱物には,縁簾石,緑泥石,方解石,沸石などが認められる｡

no. SU-17,平行ニコル, ×20｡

6.同上,十字ニコル｡

7.角閃石閃緑岩質粉岩｡南小島産｡斑晶として角閃石(左上方),斜長石を認める｡石基は徴完晶質

組織を示すno. SM-1,平行ニコル, ×20｡

8.同上,十字ニコル｡
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